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令和８年度 第１回桐生市子ども・子育て会議の開催結果について（議事要旨） 

 

〇日  時  令和８年８月３日（月）午後 2時 00分～午後 3時 20分 

〇場  所  桐生市保健福祉会館 5階 503会議室 

〇出 席 者  30名  

【委  員】14名 

会 長 ： 桐生市私立幼稚園協会                  須田 征洋 

副会長 ： 桐生私立保育園連盟                   村野 宣祥 

委 員 ： 桐生市公立保育園 保護者代表               奥村 恵里奈 

桐生市公立幼稚園 保護者代表               市川 皓大 

桐生市私立幼稚園協会 保護者代表            品川 月郎 

桐生商工会議所                     須永 博之 

連合群馬桐生地域協議会                 藤盛 裕人 

桐生市放課後児童クラブ連絡協議会            亀田 修 

桐生私立保育園連盟（保育士部会） 保育士代表       五十嵐 玲子 

桐生市私立幼稚園協会 教諭代表              新藤 代里子 

桐生市医師会                      下山 定利 

桐生市民生委員児童委員協議会 子ども未来委員会      新居 理恵 

桐生保健福祉事務所                   小林 秀誠 

関東短期大学子ども学科講師経験者            下境 美佐子 

 （欠席者） 

  委 員 ： 桐生市 PTA連絡協議会                  大川 睦美 

桐生保育協議会（私立保育園）              鈴木 義史 

公募委員                        西山 和孝 

【事 務 局】16名 

子どもすこやか部長                   須藤 まりこ 

子どもすこやか部子育て支援課長             石原 優子 

子どもすこやか部子育て相談課長             関沼 八千代 

子どもすこやか部子育て支援課子育て支援係長       小松 直也 

子どもすこやか部子育て支援課園児サービス係長      浅沼 久恵 

子どもすこやか部子育て支援課子ども施設係長       増子 静江 

子どもすこやか部子育て相談課子育て相談係長       髙野 須美江 

子どもすこやか部子育て相談課母子保健係長        久保 明子 

子どもすこやか部子育て相談課子育て支援センター所長   萩原 悟子 

子どもすこやか部子育て支援課子育て支援係        安達 拓朗 

教育部長                        河合 恵子 

教育部参事                       須藤 英隆 

教育部教育環境課長                   楡井 正弥 

教育部学校教育課学事係長                菅野 麗子 

教育部生涯学習課社会教育係長              杉原 真一 

教育部教育環境課教育支援係               木村 友和 

【計画策定支援事業者】1名 

【傍 聴 者】なし 

【報道機関】2社 

 



2 

 

 

〇会議内容 

１ 開会 ［ 開始：午後 2時 00分 ］ 

・事務局より、会議資料の確認、過半数以上の委員の出席により会議が成立することを報告。 

 

２ 自己紹介 

・委員及び事務局の自己紹介を行う。 

 

３ 会長挨拶 

・須田会長より挨拶。 

 

４ 議事 

・議事進行は、桐生市子ども・子育て会議条例第 6条第 2項の規定により、会長が議長として行

う。 

（１）令和 7年度桐生市子ども・子育て支援事業計画における進捗管理状況について 

・事務局が資料に基づき説明。 

・意見、質疑応答は以下のとおり。 

会長 ただいまの事務局の説明に対し、質問や意見がある方は、挙手の上、発言いた

だきたい。 

 

委員  １ページから３ページで、幼稚園や認定こども園、保育園などについて令和７

年度の計画と実績を比べている資料があるが、どうしても今は少子化というと

ころで、計画よりも減っているかなという結果である。この中で気になるのが、

２ページ目の保育所・認定こども園２号認定で、令和７年度の計画が 1,307 人

のところ実績が 1,208人で、100人程度減っている。３ページでは、１歳児のと

ころで委託が 340 人のところ実績が 287 人と、少し乖離している。これは特段

この年齢とか、この場所に対して何か突発的なことが起きたのかということを

伺いたい。 

 

事務局 

 

 本計画策定時に、見込みということで前後の年齢の数字を参考にしたため、そ

この部分が多めだったために、少し数字に乖離が出たのかと思われる。 

 

委員  この人数がブレると確保方策が過大になり、予算を他に回せばよかったとな

るのではないかと思う。資料を見ていくと、物価高の影響もあって両親が共働き

になるのか、病気のときに通うようなサポートのところは 100％超えであり、放

課後児童クラブは 100％近い。そちらもしっかり整えていかないと、今後新しく

子どもを産もうと思った世代も、子どもを産むのも怖いし、自分たちの生活もで

きず、子育てがさらに負担にもなるので、出生率もなかなか上がってこないかと

思い、質問させていただいた。 
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会長 それでは、他に質問・意見等なければ、本議題は以上とし、次の議題に進ませ

ていただく。 

 

 

（２）桐生市こども計画の策定方針について 

・事務局が資料に基づき説明。 

  ・意見、質疑応答は以下のとおり。 

 

 

会長 ただいまの事務局の説明に対し、質問や意見がある方は、挙手の上、発言いた

だきたい。 

 

委員  今、桐生市は人口減である。桐生市こども計画の第２期最終年度である令和

16 年度までにどれほど人口が減るだろうかと考えたら、危機的な状況である。

この計画については、内容を濃くやっていただきたい。 

 例えば会社であれば、目標があり、それに対して具体的な計画を立てる。資料

には市の総合計画などの上位計画が出ているが、そのためにこの計画がどのよ

うになるのか。近隣には社会増がある自治体もある。近隣ではこのような計画が

どのレベルでどう進もうとしているのか。それに比べて、桐生市はどうなのか。 

 人口減少の対策として、転入してくる若者世代に「安心して子どもを産める、

子育てができる。だから、住むなら桐生だ」というふうになってもらうのが、こ

ういった計画だと思う。どのレベルで計画を立てようとしているのか、理念はど

うなのか、聞かせていただきたい。 

 

事務局 

 

 計画をつくる際には、第３期事業計画においても将来を見据えた理念を決定

し、計画の最初の趣旨を出させていただいている。こども計画についても、まず

はそういった理念を設定する必要があるものと考えている。現時点においては、

基礎調査の段階であり、理念はこれから検討というところである。 

 国のこども大綱では、全ての子ども・若者が身体的、精神的、社会的に幸福な

生活を送ることができるような社会の実現に向けてということで、子ども中心

のというような思いから策定されている。本市においても、そういったものを踏

まえて目指すべき姿を検討しなければと考えている。 

 

会長  桐生市こども計画策定について、こどもまんなか、こどもの最善の利益のため

に策定をお願いしたい。 

それでは、他に質問・意見等なければ、本議題は以上とし、次の議題に進ませ

ていただく。 
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（３）その他 

・事務局より、委員報酬及び今後の予定について説明。 

・意見、質疑応答は以下のとおり。 

会長 ただいまの事務局の説明に対し、質問や意見がある方は、挙手の上、発言いた

だきたい。 

無いようであれば、本日の議事は全て終了とさせていただく。委員各位の協力

に感謝申し上げる。 

 

 

５ 閉会 ［ 終了：午後 3時 20分 ］ 

 

 


